
鴻
士
街
地
主
取
町
阿
川
小
限
平
右
面
川
町
子
で
.
向
車

-4MEに
於
い
て
想
。
子
mm
間
々
部
に
仕
へ
る
。

内
同
加
恥
時
九
末
夫
町
議
を
嗣
い
だ
。
夙
に
-大
文
出
川
勧
副
大
一

カ
ト
ウ
マ
h
m
z
モ
ン

加
藤
又
右
衛
門

前
川
利

術
的
引
を
柴
山
町
芸
作
・
附
村
山
町
行
に
仙
目的
、
後
剛
山
川

一
片
に
泊
中
守
山
に
刊

へ
て
府
知
二
川
討
を
公
け
、
後

山
町
安
に
紅
い
て
同
一行
内
抗
を
仙
川
き
、
誌
に
泌
脱
ハ
川
必

-w山
町
神
山
町
向
次
に
制
せ
し
め
ら
れ
、
元
利
八
年
初
山

に
附
さ
れ
て
、
ぷ
水
山
小
向
以
怜
附
行
総
火
術
方
法
び

一
間
後
日
比
次
の
化
桜
山
川
利
竹
山
か
ら
先
知
二
川
ナ刊
を
脳

社
約
加
川
町
製
郊
方
・側
川
方
・鉛
芯
方
の
諸
崎
を
町
、

一
いは
白
、
山
川
永
六
年
刷
出
し
た
υ
子
山
町
・
古
代
牢
左
衛
門
探

知
伽
伽
範
と
な
白
、
安
政
二
年
入
月
天
文
方
に
純
じ
、
一
革
路
沌
し
て
家
糸
断
絶
し
た
。

六
年
八
月
政
し
た
。

一

カ
ト
ウ
モ
ン
ベ

エ

加
藤
紘
兵
衛
長
氏
の
家
臣
。

カ
ト
ウ
ト
ヨ
フ
サ

加
藤
監
房
泌
都
駒
之
助
・
道

一
阿
国
日
比
.
ヵ
年
大
笠
す
の
役
に
従
う
て
創
世
泣
け
、
加一羽

左
術
門
。
白
は
前
校
以
売
の
次
見
で
、
加
脱
八
右
街

一
し
て
凶
山
討
を
防
は
む
、
組
町
役
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

門
川
完
に
謎
は
れ
、
文
政
十

一
年
JU
知
行
討
を
辺
ぎ

一
次
い
で
大
坂
前
役
に
鎚
務
行
を
勤
め
、
後
役
に
は
哲

定
格
組
に
列
し
た
も
の
。
川

w-ω一大
保
七
年
川
倫
立
の

一
闘
し
て
ゆ
を
放
て
、
一
川
和
四
年
L

一M
M
十
四
日
授
、
共

同
刷
仰
に
任
ぜ
ら
れ
て
か
ら
、
訓
郭
・助
殺
を

縦
て
‘

一
の
子
米
山
仏
家
を
醐嗣
い
だ
ω

治
に
政
授
銃
併
品川
に
地
ん
だ
u
m間
山
小
山
本
計
o

一

カ
ド
シ
マ

角
波
島
門
ね
Uλ

は
内
向
と
も
都
〈
。

カ
ト
ウ
ノ
リ
h
F
ダ
加
藤
矩
忠

泊
即
刑
適
ド札
品
目
街
。

一
郎
印
刷
給
油
の
一
以
出
方
に
あ
っ
て
、胸
間
六

O
O米。

初
め
御
歩
か
ら
小
州
に
山
一み
、
判品政
出一
作一
ニ
十
人
附

一
院
を
似
る
こ
と
伐
か
に
回
米
、
石
川
一を
以
て
剣
山
辿
絡

と
し
て
刊
百
を
制
し
、
後
五
aT
討
を
加

へ
、
組
外
に

一
し
、
仇
川
上
州
叫
計
批
が
あ
る
o
襲
名
笹
山
に
‘『
此
磁

班

L
Y
文
政
六
年
十
二
月
什
六
日

m
Mし
て
十
人
以

一
の
同
な
る
般
的
ぬ
と
い

ふ
こ
と
な
り
o
此
耐
を
遡
れ

符
を
交
け
た
。

一
ば
中
山
の
郷
な
ど
L

て
刷出に
十
三
ャ
村
あ
り
。
越
巾

カ
ト
ウ
ヒ
コ
ザ
エ
モ
ン

加
藤
彦
左
衛
門

御
純

一
氷
見
へ

川
る
也
υ
此
品
川
品
に
凱
科
あ
h
d
o
m盟
駿
あ
b

廻
組
、
知
行
二
川
副
u

天
和
見
年
七
H
A
作
次
郎
左
街

一
て
出
燃
折
々
あ
り
。
仙
川
森
県
総
寺
川
ハ一
古
ふ
。
均
守
脱

門
が
、
金制
作
材
木
川
一附
内
側
人
川

'ru
M
又
一仕
(
術
を
知

一
行
院
と
て
あ
。
。
艇
に
刈
の
怒
り
附
あ
b
。
水
石
の

川
太
郎
九
郎
内
家
に
て
伐
し
、
金
子
を
付
ひ
取
っ
た

一
名
物
也
0
』
と
犯
す
る
が
、
之
を
相川
森
と
も
裕
苛
と
も

こ
と
凶
到
し
た
錦
、
次
郎
左
衛
門
は
中
川
米
次
に
御

一
い
ふ
と
し
た
の
は
烈
で
、
そ
れ
は
別
で
あ
る
o
捌
持

政
と
な
b
・
そ
の
後
ホ
合
例
内
に
胤
せ
ら
れ
、
太
郎

…
欽
内
総
出
抑
制
川
に
胤
渡
印
税
引
印
刷
宜
野
併
と
あ
る

-
九
郎
は
切
服
、
彦
左
術
門
は
十
二
月

H
八
日
御
鋭
凶
の
は
、
加
れ
滞
の
芭
国
本
名
政
散
の
筑
跡
で
あ
り
、

一江

μ
御
…
倍
山
政
と
な
。
、
若
・
品
怖
川
村
鮒
入
郎
は
品
代
将

一
辺
刊
に
よ
れ
ば
正
徳
川
町
立
り
作
で
あ
る
。

を
命
ぜ
ら
れ
た
。

一

カ
ド
マ
ツ

門
松

滞
政
の
時
一止
且
の
門
松
は
、

カ
ト
ウ
マ
サ
ツ
グ
加
膝
正
次

泊
椛
午
之
助
。

一
以
内
法
び
一
品
欣
の
士
に
し
て
、
特
に
町
台
所
を
抑
制
て

父
川市
郎
左
衛
門
医
以
は
巾
川
策
学
の
同
E
あ
っ
た
。

一
山
怖
か
ら
松
を
邦
制
す
る
こ
と
の
で
き
る
特
定
の
家
だ

正
れ
の
残
佐
、
vt
次
は
前
川
利
市
に
牝

へ
、
見
氷
一
h.
一
け
に
点
て
た
が
、
そ
の
他
の
武
家
で
も
町
家
で
も
ホ

年
新
知
行
泊
十
石
脅
泣
け
、十

一
年
二
十
討
を
加

へ
、
一
て
な
か
っ
た
。
松
制
は
特
に
滞
の
係
施
す
る
所
で
あ

配
保
一苅
年
御
歩
小
川
山
に
任
じ
、
承
服
二
年
正
月
十
H
一
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
門
松
は
前
年
の
晦
日
又
は
そ
の

力
ト
|

カ
ナ

明
日
に
門
・
式
聾
・巾
式
罰
・聾
厨
に
筋
ら
れ
‘
正
月
六

一
町
・御
前
町
・
制
空
前

-E
E軒
に
函
升
せ
ら
れ
る
。

自
の
直
に
は
そ
れ
を
倒
し
て
、
そ
の
跡
に
認
松
を
将

一

カ
ナ
イ
ハ
オ
ウ
カ
ン

宝
石
往
還

金
押
の
必
枯

し
て
お
い
た
。
こ
の
淀
川
伍
は
イ
四
日
年
同
叫
に
除
〈
も

一
郎
同
ロ
か
ら
石
川
出
金
石
港
古
川
出
納
す
る

一h
粁
m怖

の

で

あ

っ

た

。

は

、
滞
政
時
代
的
投
計
と
し
て
附
に
も
珍
し
い
前
線

カ
ト
ヤ
キ
チ
エ
モ
ン

加
登
屋
吉
右
衛
門

大
則

一
泊
怖
で
あ
る
ο
白川
和
二
4
前
川
利
川
が
今
村
内
記

-
-

伎
の
陶
工
。
大
出
出
代
勘
兵
衛
の
門
下
で
、
点
越
の

一
揃
此
一
右
衛
門
容
に
命
じ
て
お
ら
せ
た
も
の
で
、
そ
れ

一

手
腕
が
あ
っ
た
。
吉
右
衛
門
の
子
を
H

討
議
と
い
ひ
、

一
を
底
的
耐
な
ら
し
め
る
民
に
は
、
将
火
を
焚
い
て
紐
そ

一

明
治
以
後
加
陳
氏
を
白
し
た

o

mH
い
た
も
の
と
い

ι。
一刊
誌
曲
折
し
て
ゐ
て
滅
巾
本

一

j

一
ー

一

カ
ト
ヤ
マ
サ
キ
チ

加
登
屋
政
吉
大
樹
焼
の
冊

一
・丸
か
ら
眼
下
す
る
に
見
苦
し
か
っ
た
見
世
話
し
た
と

工
。
大
凶
五
代
勘
共
術
の
股
肱
と
し
た
門
下
で
、
五

一
い
ふ
が
、
日
時
の
坑
院
は
凶
川
総
で
、
械
か
ら
は
礼

抑
制
と
蹴
L
、
安
政
の
頃
扶
持
を
給
せ
ら
れ
て
、
滞

一
え
な
い
宮
C
あ
る
。
叩
ろ
交
泌
上
の
利
組
を
謀
っ
た

の
御
細
工
聞
に
勤
務
し
て
ゐ
た
。
二
代
政
音
作
一
縦
、

↑
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

三
代
伊
助
河
村
氏
を
口
し
、
明
治
に
入
っ
て
梁
ーを
縦

一

カ
ナ
イ
ハ
コ
ウ

金
石
港
石
川

m
M川
の
河
口

一

し
た
。

一
に
あ
っ
て
、
翌
引
を
謀
症
と
い
3
た
o
附
磁
砂
洲

一

カ
ド
ヤ
ヤ
ジ
エ
モ
ン

角
度
煽
二
右
衛
門

石
川

一
ーな
く
、出
入
附
附
胤
に
よ
〈
東
北
側
に
γ

小
似
℃
あ
る
。

一

抑
制
叫
任
の
人
。
初
め
父
消
右
衛
門
の
向
か
ら
川
年
計

一
附
一
也
桜
臼
の
H
U
触
に
よ
っ
て
そ
の
向
伴
を
制
限
喧
し

一

で
あ
っ
た
が
‘
見
文
イ
年
十
二
月
そ
の
臓
を
除
き
、

一
め
る
こ
と
名
〈
、
大
船
は
よ
れ
に
近
づ
け
な
い
。

一

阿
川
備
態
太
右
衛
門
に
代
っ
て
御
放
民
守
と
な
白
、

一

カ
ナ
イ
ハ
ヨ
ジ
ノ
ス
ケ

金
岩
奥
次
之
助

前
川

一

扶
持
尚
三
石
を
協
は
っ
た
。

一
利
家
に
賂
州
荒
子
で
仕

へ
、
二
』
H
T制
作
尖
け
、
御
馬

一

カ
ナ
ア
ラ
ヒ
ザ
ハ

金
洗
違

J
キ

Y
ジ
ヨ
ウ
レ

一
組
組
に
斑
し
た
o
子
係
刺
綴
い
で
滞
に
引

へ
る
o

一

イ
タ
ク

金
城
市
掛
川
伸
。

一

ヵ
ナ
ウ
ラ

金
浦

地
士
修
理
詰
附
令
但
永
徹
二
一

カ
ナ
イ
チ
シ
ン
ボ

金
市
新
保
河
北
川
引
L
L

陀
年
に
、
イ

-
月
附

μ
九
段一抽
出
山
川
此
制
活
仰
の
御
内
内

一

に

監
3

る
部
wmo

一
世況
が
あ
。
、『
政
必
一
官
邸
守
知
行
分
加
州
会
山
川
村
山
、

一

カ
ナ
イ
ハ

金
石

石
川
郷
大
野
阪
に
泌
す
る
部
似
蛇
に
雌
巾
付
候
、
京
公
年
分
A
V

抑
制
同
一
古
々
。
』と一

w
m
o
m
t引
を
宮
阪
川
と
い
う
た
が
、
臨
邸
二
年
隣

U

あ
る
。
後
判
.h川
川
に
も
例
松
山
川
に
も
金
柑
郷
は
あ

一

大
川
町
と
合
併
し
、
金
石
之
一
一文の
仰
を
と
っ
て
金
石
町

"
る
が
、
金
制
村
は
り
せ
山
。

一

と
群
し
‘
訟
の
宮
艇
を
金
石
本
町
と
い
ひ
、
明
治

H
一

カ
ナ
ウ
ラ
ゴ
ウ

金
浦
郷
石
川
川
酬
と

M
b
m
と
一

二
年
上
金
石
と
な
り
、
大
正
九
年
ま
た
金
石
と
改
め

一
に
跨
る
。
務
政
時
代
で
は
石
川
胤
に
川
訓
・午
坂・
午

一

た
。
金
石
は
各
瓜
町
・
協
劇
寺
町
・上
本
川
・
下
本
川
・
一
山
・加
・土
山
川
水
が
あ
り
。
河
北
川
に
鈴
見
・沿
松

-m
一

本
町
・長
凶
町
・霊
的
寺
町
・今
町
・新
制
・述
出
川
・杭

一
川川
・上
川

t
・
一卜
川
ト
し・

銚
子
口
・
行
口

-
U
貼
行
・
中

川
・味
噌
庭
町
・
淡
町
・古
河
町
・松
前
町
・上
部
川
・部

一
山

山
間
錯
す
巾
野
・袋
・炭
後
・木
刊
行
・平
等
・小
説
得
・

町
・
新
潟
町
・
上
新
協
町
・下
新
前
町
・迫
町
・上
寺
町
・

↑
湯
谷
川
仰
が
あ
っ
た
。
金
柑
郷
の
二
地
に
跨
る
は
、
犯
の

下
寺
附
・
銭
砲
町

・
上
経
前
町

・下
越
前
町
・
御
間
間
以

一
加
列
加
の
一
郎
が
石
川
地
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

八

一


